
   

 
例
年
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
毎
週
末

祭
り
が
あ
り
皆
様
や
団
員
、
そ
し
て
こ
こ
で

生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
も
一
番
楽
し
い

時
季
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
大
会
に
む
け

て
訓
練
開
始
で
す
。 

今
年
も
６
月
末
の
大
会
と
な
り
、
訓
練
の

日
程
も
つ
ま
り
、
非
常
に
心
配
し
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
指
揮
者
を
中
心
に
選
手
・
コ

ー
チ
達
が
ま
と
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
る
べ

き
事
を
行
い
、
雨
の
日
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

素
晴
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
無
事
に
練
習
を

こ
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

私
は
た
だ
選
手
の
皆
さ
ん
が
け
が
を
し
な

い
こ
と
を
祈
り
、
団
員
と
共
に
支
援
部
隊
と

し
て
応
援
し
ま
し
た
。 

大
会
当
日
は
い
つ
も
の
練
習
以
上
の
成
果

で
、
無
事
に
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

今
大
会
に
か
ぎ
ら
ず
、
地
域
・
町
会
の
皆

様
、
団
員
・
家
族
・
周
り
の
皆
様
、
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
二
五
年
度 

浅
草
消
防
団
消
防
操
法
審
査
会 

 
 

 

支
援
の
皆
様
、
選
手
の
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

今
回
操
法
大
会
に
指
揮
者
と
し
て
出
場
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
選
手
は
と
て
も

久
し
ぶ
り
で
緊
張
し
ま
し
た
。 

今
年
は
雨
で
練
習
出
来
な
い
日
も
多
く
気

を
も
み
ま
し
た
が
、
選
手
達
が
若
く
優
秀
で

あ
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
優
勝
す
る
事
が

出
来
、
責
任
を
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。 

操
法
を
通
じ
て
協
力
す
る
と
い
う
事
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

 

敢
闘
賞 

第
四
分
団 

第
一
分
団 

 

平
成
二
五
年
六
月
三
十
日(

日) 

 

今
回
一
分
団
は
「
女
性
で
も
災
害
時
の
一

助
を
担
え
る
事
が
出
来
る
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
頭
も
身
体
も
新
し
い
事
の
定
着
に
時
間

が
か
か
る
主
婦
混
合
の
女
性
団
員
三
人
が
選

抜
さ
れ
、
４
月
よ
り
練
習
を
開
始
。 

水
圧
の
負
担
は
大
き
く
は
な
い
か
、
ホ
ー

ス
は
投
げ
難
く
な
い
か
と
気
遣
い
な
が
ら
巻

く
姿
、
交
通
整
理
を
始
め
疲
れ
が
取
れ
る
様

に
と
真
心
の
差
し
入
れ
を
し
て
下
さ
る
等
、

田
島
分
団
長
以
下
、
全
団
員
が
一
丸
と
な
り

支
援
下
さ
い
ま
し
た
。
当
日
全
力
で
戦
い
終

わ
っ
た
後
、
一
分
団
の
男
女
皆
が
拍
手
で
泣

い
て
出
迎
え
て
く
れ
た
姿
に
、
結
果
は
最
下

位
で
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
１
位
だ
！
と
感

無
量
で
し
た
。
一
人
欠
け
て
も
、
こ
の
達
成

感
は
成
し
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

大
会
を
終
え
て 

 
 
 

第
二
分
団 

分
団
長 

若
林
昭
一
郎 

指
揮
者
と
し
て
、
選
手
と
し
て 

第
二
分
団 

班
長 

浅
見
隆
行 

一
分
団
、
操
法
奮
闘
記 

第
一
分
団 

団
員 

志
村
淳
子 



 

 

最
後
に
各
選
手
の
感
想
を
記
し
ま
す
。 

指
揮
者 

班
長 

石
村
宣
弘 

勝
ち
負
け
よ
り
一
分
団
が
ひ
と
つ
に
な
っ

た
。
仲
間
は
い
い
な
あ
。 

１
番
員 

団
員 

飯
塚
美
津
子 

夫
婦
喧
嘩
後
の
練
習
は
、
火
点
が
主
人
の

顔
に
見
え
て
く
る
。 

２
番
員 

団
員 

角
田
愛 

徒
競
走
毎
年
ビ
リ
の
あ
の
頃
は
、
ホ
ー
ス

担
ぐ
な
ど
夢
に
も
思
は
ず 

３
番
員 

団
員 

志
村
淳
子 

操
法
選
手
や
り
抜
け
ば
必
ず
痩
せ
る
と
言

わ
れ
ど
も
鳶
口
構
え
ど
我
が
身
変
ら
じ 

４
番
員 

団
員 

藤
倉
輝
章 

悔
し
さ
も
残
る
が
、
達
成
感
が
最
高
に
気

持
ち
良
い
大
会
で
し
た
。
本
当
の
チ
ー
ム

に
な
れ
た
か
な
…
。 

 

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
団
員
と
、
そ

う
で
な
い
団
員
で
は
多
大
な
経
験
値
の
差
を

生
む
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
、
敬
礼
の
仕
方
や
、
整
列
時
の
間

隔
、
足
の
開
き
の
角
度
等
、
団
活
動
で
の
基

本
は
、
こ
れ
が
基
準
で
あ
り
、
出
場
す
る
事

で
、
正
し
い
方
法
を
習
う
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
し
て
や
、
送
水
方
法
や
筒
先
の

取
り
扱
い
方
に
お
い
て
は
、
全
て
の
動
作
に

呼
称
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
教
官
ビ
デ
オ
の

通
り
に
動
作
す
る
事
は
大
変
困
難
を
要
し
ま

す
。
し
か
し
、
出
場
の
為
に
訓
練
を
す
る
事

で
、
消
防
署
と
の
連
携
訓
練
や
消
火
活
動
の

際
で
も
、
慌
て
ず
に
、
応
用
動
作
に
移
行
す

る
事
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、

毎
年
多
く
の
新
人
団
員
が
選
手
と
し
て
出
場

す
る
事
は
、
参
加
す
る
だ
け
で
も
、
と
て
も 

 

 

 

 

重
要
な
事
な
の
で
す
。 

た
だ
し
、
こ
の
大
会
に
は
二
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
存
在
し
ま
す
。
先
に
あ
げ
た
重
要
性
と

東
京
都
大
会
の
選
手
の
強
化
で
す
。
浅
草
が

四
年
毎
に
参
加
す
る
こ
の
大
会
は
、
二
三
区

内
の
優
勝
を
決
め
る
、
と
て
も
重
要
な
操
法

大
会
で
す
。
も
し
も
、
こ
こ
を
強
化
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
各
分
団
は
操
法
の
基
本
を
ビ
デ

オ
通
り
に
統
一
し
て
、
向
上
し
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、
採
点
者
で
あ
る

消
防
署
は
、
行
動
減
点
の
箇
所
を
操
法
大
会

後
に
、
各
団
へ
配
布
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
よ
り
各
団
が
前
年
の

行
動
減
点
箇
所
を
改
善
し
、
ひ
い
て
は
次
回

の
東
京
都
大
会
に
お
い
て
も
、
良
い
成
績
を

収
め
ら
れ
る
と
確
信
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。 

 

 

今
回
の
大
会
で
は
『
姿
勢
』
に
重
点
を
置
い

て
挑
み
ま
し
た
。 

『
姿
勢
』
は
消
防
活
動
全
て
の
基
本
で
す
。

整
列
は
も
と
よ
り
、
所
作
、
動
作
、
ひ
い
て

は
消
防
団
員
と
し
て
の
有
り
様
ま
で
形
作
る

も
の
と
考
え
ま
す
。 

重
心
を
何
処
に
置
く
か
、
足
の
裏
全
部
で

体
重
を
支
え
ら
れ
て
い
る
か
、
目
線
は
真
っ

直
ぐ
か
、
体
軸
が
歪
ん
で
い
な
い
か
。 

大
会
当
日
に
署
員
の
方
が
着
て
お
ら
れ
た

『
不
動
の
姿
勢
』
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
正
に
こ
れ

こ
そ
消
防
の
精
神
で
あ
る
と
確
信
し
大
会
に

挑
む
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

  

（
こ
れ
ぞ
不
動
の
姿
勢
） 

消
防
操
法
大
会
に
参
加
す
る
意
味 

第
三
分
団 

班
長 

竹
村
佳
昭 

不
動
の
姿
勢 

第
四
分
団 

班
長 

志
村
泰
利 



 
【
第
三
分
団
深
谷
部
長
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】 

い
や
ぁ
～
大
変
で
し
た
！ 

大
会
の
中
止
後
、
救
護
所
よ
り
、
救
急
車
の

要
請
が
あ
り
、
救
急
車
が
待
機
し
て
い
る
現

地
警
戒
本
部
に
、
車
い
す
で
急
病
人
を
搬
送

す
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。
急
病
人
が
濡
れ

な
い
よ
う
に
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
屋
根
に
し

て
、
署
員
、
高
野
班
長
、
飯
塚
団
員
、
河
野

団
員
で
車
い
す
を
囲
み
、
警
戒
班
隊
長
が
進

路
を
、
私
が
誘
導
係
り
に
な
り
ま
し
た
。 

激
し
い
雨
で
観
客
は
右
往
左
往
の
大
混
乱
、

水
た
ま
り
、
車
道
と
歩
道
の
段
差
の
中
の
搬

送
で
し
た
。
そ
れ
は
大
変
長
い
道
の
り
に
感

じ
、
雨
具
は
着
て
い
た
も
の
の
皆
、
靴
の
中

は
チ
ャ
ポ
チ
ャ
ポ
に
な
り
ま
し
た
。 

何
と
か
急
病
人
は
濡
れ
る
事
も
無
く
、
無

事
に
救
急
車
に
乗
り
替
え
ら
れ
た
時
は
皆
、

本
当
に
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。 

【
第
一
分
団
宮
本
班
長
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】 

私
は
、
署
員
と
定
期
的
に
駒
形
橋
中
央
付
近

に
行
き
、
第
二
会
場
の
花
火
台
船
か
ら
の
打

ち
上
げ
状
況
等
を
警
戒
し
、
報
告
を
す
る
役

割
で
し
た
。
三
回
目
に
橋
中
央
に
到
着
直
後

に
、
大
雨
に
な
り
、
署
員
が
現
地
警
戒
本
部

と
無
線
連
絡
す
る
中
、
中
止
に
よ
る
警
戒
態

勢
の
変
更
ま
で
の
間
、
現
地
に
待
機
。 

頭
は
保
安
帽
に
守
ら
れ
ま
し
た
が
、
雨
具

を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
雨
が
容
赦

な
く
滴
り
落
ち
て
き
ま
し
た
。
警
戒
時
は
安

全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
雨
具
や
そ
の
他

の
装
備
の
確
認
が
必
要
と
実
感
し
ま
し
た
。 

【
編
集
委
員
】
大
会
中
止
か
ら
警
戒
解
除
に

な
る
ま
で
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
出
動
団
員

の
皆
様
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

最
高
気
温
三
六
度
の
予
報
の
中
、
第
三
二

回
浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
消
防
特
別
警
戒

は
一
二
時
三
〇
分
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

時
間
を
追
っ
て
人
が
増
え
る
な
か
、
熱
中

症
や
脱
水
症
状
等
の
言
葉
が
脳
裏
に
浮
か
び

ま
す
。
人
の
流
れ
が
多
い
場
所
の
近
く
に
二

歳
く
ら
い
の
男
子
が
座
っ
て
い
た
の
で
、
親

御
さ
ん
に
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
伝
え
る
と
「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
危
険
排
除
も
重

要
な
仕
事
で
す
。 

 
現
地
警
戒
本
部
へ
戻
り
、
気
温
と
湿
度
上

昇
を
感
じ
た
頃
「
警
戒
本
部
よ
り
現
地
警
戒

本
部
へ
、
ブ
ツ
ッ
、
救
急
要
請
、
ブ
ツ
ッ
」

無
線
入
電
、「
四
班
出
場
！
」
高
岡
副
団
長
の

声
で
空
気
ご
と
話
し
声
も
止
ま
る
。「
現
地
警

戒
本
部
ど
う
ぞ
」「
救
急
要
請
、
男
一
、
雷
門

二
丁
目
‐□

‐
△
」
署
隊
員
が
地
図
で
確
認

し
な
が
ら
現
場
へ
行
く
、
初
め
は
声
も
出
な

い
程
の
男
性
も
次
第
に
顔
色
と
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
よ
う
で
し
た
が
大
事
を
取
っ
て

現
地
警
戒
本
部
で
休
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

一
六
時
と
時
が
過
ぎ
て
か
ら
は
風
も
や
や

強
く
な
り
、
そ
の
暖
か
い
風
が
徐
々
に
下
が

れ
ば
秋
風
を
呼
ん
で
く
れ
る
と
思
わ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

「
地
域
特
性
に
応
じ
、
震
災
時
に
優
先
的
に

求
め
ら
れ
る
災
害
活
動
に
対
応
し
た
実
践
的

な
教
育
訓
練
を
推
進
し
、
活
動
能
力
・
技
術

を
育
成
し
、
分
団
単
位
の
組
織
対
応
力
を
強

化
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
平
成
二
五
年

四
月
一
日
に
モ
デ
ル
分
団
と
し
て
指
定
さ
れ

ま
し
た
。 

指
定
後
は
、
分
団
会
議
で
各
団
員
に
モ
デ

ル
分
団
の
目
的
を
説
明
し
、
積
極
的
に
活
動

能
力
の
強
化
及
び
知
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
周
知
し
、
分
団
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

訓
練
に
臨
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
男
性
団
員
だ
け
で
は
な
く
、
女
性

団
員
の
災
害
活
動
力
の
強
化
を
考
慮
し
、
可

搬
ポ
ン
プ
教
養
へ
の
女
性
団
員
の
参
加
を
促

し
、
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
更
に
操

法
審
査
会
は
、
女
性
団
員
中
心
に
編
成
し
、

強
化
訓
練
に
励
み
活
動
能
力
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
実
施
し
た
応
急
救
護

訓
練
や
夢
の
島
訓
練
場
で
実
施
し
た
、
署
隊

と
の
連
携
訓
練
に
お
い
て
も
多
く
の
団
員
が

参
加
し
、
活
動
技
術
・
知
識
の
向
上
に
積
極

的
に
努
め
て
い
ま
す
。 

今
後
も
訓
練
に
励
み
、
モ
デ
ル
分
団
と
し

て
の
目
的
達
成
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

九
月
一
日(

日)
 

午
前
九
時
、
首
都
直
下 

を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、
台
東
区 

内
で
も
相
当
の
被
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定 

で
、
上
野
恩
賜
公
園 

噴
水
広
場
に
出
動
し 

ま
し
た
。 

 

浅
草
消
防
団
は
、
Ｄ
級
ポ
ン
プ
の
取
り
扱 

い
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
そ
し
て
第
三
分 

団
可
搬
ポ
ン
プ
積
載
車
を
使
用
し
た
、
一
斉 

放
水
を
担
当
し
ま
し
た
。 

  

隅
田
川
花
火
大
会
・
豪
雨
で
中
止
！ 

『
救
急
要
請 

雷
門
二
‐□

‐
△
』 

第
四
分
団 

団
員 

二
見
圭
一 

モ
デ
ル
分
団
と
な
っ
て 

第
一
分
団 

台
東
区
総
合
防
災
訓
練
へ
参
加 



 
質
問
内
容
①
普
段
の
お
仕
事
②
特
技
、
趣
味

③
消
防
団
に
入
団
し
た
理
由 

 

 

① 

自
営
業
で
す
。 

② 

趣
味
や
特
技
は
特
段
あ
り
ま
せ
ん
。 

③ 

地
域
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い
入

団
致
し
ま
し
た
。
私
の
所
属
す
る
第
一
分

団
は
皆
さ
ん
優
し
い
方
ば
か
り
で
、
分
か

ら
な
い
事
も
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
く
所
存
で
す
。 

 

 

① 

建
設
業
で
す
。 

② 

ゴ
ル
フ
・
ス
ケ
ー
ト
。 

③ 

川
口
消
防
団
第
五
師
団
団
員
で
六
年
務
め

て
お
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
震
災
等
災
害
の
時
に
住
ん
で
い
る

街
を
守
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
志
願
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
五
年
は
、
自
治
体
消
防
発
足
か
ら
六
十
五
周
年
、
明
治
二
十
七
年
消
防
組(

消
防
団

の
前
身)

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
百
二
十
周
年
目
を
迎
え
ま
す
。
十
一
月
二
十
五
日
に
「
消
防

団
百
二
十
年
・
自
治
体
消
防
六
十
五
周
年
記
念
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
【
消
防
団 

三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
】
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

【
消
防
団 

三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
】 

替
え
歌
詞 

後
藤
聡
・
め
ぐ
み 

父
ち
ゃ
ん
は
消
防
団
員 

地
域
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
さ 

地
震
や
雷 

火
事
台
風
も 

冷
静
沈
着
出
動
だ 

人
生
は
ワ
ン
・
ツ
ー
・
タ
ッ
チ 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
さ
さ
え
愛 

あ
な
た
の
流
す 

そ
の
汗
に 

感
謝
の
言
葉 

あ
り
が
と
う 

力
合
わ
せ 

心
合
わ
せ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

ワ
ン
・
ツ
ー 

さ
さ
え
合
い 

進
め 

ソ
レ 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

 

母
ち
ゃ
ん
も
消
防
団
員 

地
域
に
咲
か
す
笑
顔
花 

愛
嬌
い
っ
ぱ
い 

応
急
手
当 

防
火
指
導
も
万
全
だ 

人
生
は
ワ
ン
・
ツ
ー
・
タ
ッ
チ 

家
族
も
近
所
も
た
す
け
愛 

も
し
も
の
時
の
助
け
船 

日
ご
ろ
の
愛
の
積
み
重
ね 

力
合
わ
せ 

心
合
わ
せ 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

た
す
け
合
い 

進
め 

ソ
レ 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

 

ヨ
シ
僕
も
消
防
団
員 

将
来
な
っ
て
み
せ
る
ん
だ 

み
ん
な
の
た
め
に 

見
廻
り
な
が
ら 

小
さ
な
こ
と
か
ら
防
ぐ
ん
だ 

人
生
は
ワ
ン
・
ツ
ー
・
タ
ッ
チ 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
き
づ
き
愛 

一
度
の
人
生 

だ
か
ら
こ
そ 

大
き
な
絆 

築
き
ま
し
ょ
う 

力
合
わ
せ 

心
合
わ
せ 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

き
づ
き
合
い 

進
め 

ソ
レ 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

ワ
ン
・
ツ
ー
・ 

ワ
ン
・
ツ
ー 

  

ダ
ン
プ
レ
ス 

編
集
委
員 

☆
委

員

長 

三
田
村 

信
吉 

☆
副
委
員
長 

新
井 

寛 

☆
委

員 

団

本

部 

杉
山 

年
昭･

金
田 

寿
美
枝 

第
一
分
団 

志
村 

淳
子･

西
井 

敏
彦 

第
二
分
団 

黒
田 

陣
弥･

渡
邊 

雄
太 

第
三
分
団 

沼  

邦
彦･

髙
野 

文
江 

第
四
分
団 

志
村 

泰
利･

伊
藤 

寿
晴 

編
集
後
記 

 

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
の
開
催
都
市
が
、

１
９
６
４
年
以
来
二
度
目
、
わ
が
町
東
京
に

決
定
し
ま
し
た
。
七
年
後
で
す
が
、
と
て
も

楽
し
み
で
す
。 

 

さ
て
、
ア
サ
ク
サ
ダ
ン
プ
レ
ス
で
は
作
成

を
Ｉ
Ｔ
化
し
、
編
集
作
業
の
効
率
化
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
を
掲
載
で
き

る
よ
う
に
、
発
行
を
現
在
の
年
二
回
か
ら
数

回
に
増
や
す
予
定
で
す
。 

そ
れ
に
伴
い
次
号
か
ら
、
よ
り
読
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
紙
面
の
刷
新
を
行
う
予
定

で
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

 
 

  

消防団員＊募集中 
< 入 団 資 格 > 

 

◯心身ともに健康で、 

年齢１８歳以上の方 

◯消防団の区域内に居住、 

又は勤務する方 
 

【 問 合 せ 先 】 

 
浅草消防団（浅草消防署内） 

電話03（３８４７）０１１９ 

新
入
団
員
紹
介 

 
 

 

※
順
不
同 

第一分団 

奥田
お く だ

 秀夫
ひ で お

 

第二分団 

伊藤
い と う

 岳
がく

 

頑
張
れ
～
！ 


